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核兵器禁止条約の早期締結を求める請願書
≪請願の趣旨≫
原子爆弾の使用は、62年を経過した今でも被爆者に放射線による後障害や精神的な苦しみを残しています。また、多くの人々や各国政府が核兵器の廃絶を希求しているにもかかわらず、地球上には人類を滅亡させるほどの大量の核兵器が蓄積・配備されています。
私たちは、2000年のＮＰＴ再検討会議で採択された「核兵器の全面廃絶に対する核保有国の明確な約束」のもとに臨界前核実験を含む一切の核実験を中止し、核のない平和な21世紀が早期に実現されることを望みます。
≪請願項目≫
1． 日本政府は、『核兵器禁止条約』の早期締結のため、国連をはじめ、世界の国々に対し積極的に働きかけること
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